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「相撲におけるスポーツ活動再開ガイドライン」に基づき、

本大会を安全に開催するための留意事項を定めます。

① 感染防止に関する注意事項を適切な場所に掲示し、周知を図ります。

② 適切な場所に、アルコール消毒場所を設置します。

③ 東西の土俵溜では、選手・副審の距離を可能な限り保ちます。

④ 大声で声援したり、密が発生していないか見廻りします。

⑤ 開会式、閉会式は簡略化して行います。

① 参加者（スタッフを含む）に対し、当日の体温の他、競技会前における

体調チェックシートの作成を求めます。

② 当日の体温が平熱を超える方や、感染者との濃厚接触の疑いがある

方には、参加を見合わせるよう求めます。

③ 応援者・観客に対しても、検温と体調チェックシートの記載を求め、各

事項に該当する場合やマスクの着用のない方は、入場を見合わせるよ

う求めます。

① 主審以外の審判は、競技中もマスクを着用します。

② 主審は、飛沫拡散を配慮し、通常より下がって動作を行います。

① 競技時以外は、マスクを着用し、こまめに手指消毒を行ってください。

② 会場では、常に密集、密接、密閉を避けるように心掛けてください。

③ 取組前後には、手指、顔面、胸、肩等をアルコールティッシュなどで清

拭し、清潔を保ってください。

④ 大声での声援、指示、指導は禁止します。競技時以外は、決められた

場所で周囲の者と十分な距離を保って観戦してください。

⑤ 水分補給等の際は、周囲の人となるべく距離をとってください。


